
グラウンド

第２

体育館

既存建物利活用

普通教室棟西

既存建物利活用

室内運動場

体育館

堆雪場

ホテル棟

既存建物利活用

普通教室棟西

資料２
2026/5/24

栄フロンティア株式会社

旧城南中学校利活用事業 事業概要
※現時点での計画であり、今後変更となる可能性があります。
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旧城南中学校利活用事業　飯山市負担金の考え方について

　旧城南中学校の敷地内建物(校舎等)については、築年数が約60年という建物が多く、利活用を
推進するためには、建物等について耐震補強工事又は、解体撤去することが必要になります。
　旧城南中学校を利活用するにあたり、今回の事業公募では、敷地内の建物等について、既存の
建物を活用する場合は、耐震改修工事が必要なものは耐震改修等を行って活用する。また、既存
の建物を活用しない場合は解体撤去を行う内容で行っています。
　今回の栄フロンティア株式会社の事業計画おいては、次の配置図のとおり、校舎等については
解体撤去を行い、体育館については耐震改修等を実施して活用、第２体育館、普通教室棟西につ
いてはそのまま活用するとの事業計画です。
　また、事業手法としては、校舎等の建物については栄フロンティア株式会社へ無償譲渡を行
い、事業者側で解体撤去工事、耐震改修等工事を実施していただき、市は所有者の責任により、
解体撤去費用、耐震改修等の費用を負担いたします。旧城南中学校の利活用においては、行政と
民間企業が連携して公民連携事業として推進していきます。
　なお負担金については、栄フロンティア株式会社の運営を補助するものではありません。

　公募要項において、耐震改修等の工事をした場合または、解体撤去を行った場合について、負担金
額を定めております。今回の計画では、下記の表の①、②、③、④、⑥、⑦、その他の解体撤去費用につ
いて、飯山市は公募に定めた額を上限に負担します。
　また、⑤については、耐震改修等の改修工事に必要な額について、飯山市は公募で定めた額を上限
に負担します。⑧、⑨については、飯山市は耐震改修等の負担はありません。
　なお、⑤の体育館については、改修後は災害時の避難所として活用させていただく計画です。

旧城南中学校　校舎建物等の配置図（利活用の有無）

①
⑤

②③

⑥

⑨

⑦ ④

⑧

活用 解体撤去

番号 建築年度 延床面積 (㎡) 耐震工事 解体 活用

① S41 1709 ー 解体 ×

② S41 853 ー 解体 ×

③ S41 882 ー 解体 ×

④ S40 451 ー 解体 ×

⑤ S41 950 耐震改修 ー 〇

⑥ S41 137 ー 解体 ×

⑦ S41 243 ー 解体 ×

⑧ H21 396 不要 ー 〇

⑨ H21 138 不要 ー 〇

その他 解体 ×プール、通路他、立木伐採

第2体育館 (体育館) 軽量鉄骨造

普通教室棟西(平屋建) 軽量鉄骨造

特別教室   (平屋建) 鉄骨造

音楽室    (平屋建) 鉄筋コンクリート造

屋内運動場 (体育館) 鉄骨造

普通教室模 (3階連) 鉄筋コンクリート造

建物名 構造等

管理棟    (2階建) 鉄筋コンクリート造

特別教室棟南 (2階建) 鉄筋コンクリート造

特別教室棟北(2階建) 鉄筋コンクリート造
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第３回 飯山市旧４小学校利活用ビジョン検討市民会議 議事録概要版 

令和８年（２０２６年）４月２４日 開催８：３０ ～ １０：１５ 

 

 会議概要 

今回の第 3回「旧 4小学校利活用ビジョンの検討市民会議」では、目指すべき利活用ビジョ

ンの提言書に関する議論が行われ、具体的な提案が多数出されました。また、本市民会議を

通じ、既存の課題に対して現実的な意見を反映した解決策が提示され、地域の特性を最大限

に活かす意見が確認されました。                          

旧４小学校の跡地を単なる施設として利用するだけでなく、総合的な地域活性化や人の繋が

りを促進する場として期待される方向性が共有されました。この会議を通じ、利活用ビジョ

ン提言書（案）策定に向けて重要な方向性が確認されました。 

 

【会議開始と委員長挨拶】 

会議は田中委員長による挨拶から始まり、委員長は前回の会議の熱量と、多くの意見が出た

ことを称賛し、これらの意見を次の段階に進めていく方向性を示しました。 

 

【議事録概要版の公表】 

前回までの会議内容をまとめた議事録概要版の公表を報告。これによって議論の継続性が確

保され、この概要版はホームページを通じて市民に公開されるため、透明性のあるプロセス

の確保が期待されます。 

 

【旧 4小学校利活用想定】 

事務局から現時点での市としての利活用想定が報告され、具体例として地域の活性化センタ

ー、避難所備蓄倉庫の利用、美術品の倉庫、図書館書庫、子育て支援施設などが挙げられま

した。これを基に、地域特性を活かした具体的な利活用が求められており、参加者からも活

発な意見が交換されました。 

 

【市の利活用ビジョン提言書案の構成】 

事務局からビジョン案の概要説明が行われました。基本方針として「民間活用の積極的活

用」「多世代多機能型の複合化」「防災行政機能の確保」「各小学校の立地特性の活用」「段階

的な利活用」の 5つの方向性が示されました。特に「子育て」「住みよい田舎」のテーマが強

調され、地域の課題解決を目指す具体策が議論の中心となりました。 

 

【子育て世帯と若者定住への提案】 
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参加者からは、飯山市の子育て世帯を引き寄せる手段として、統合された小学校を活用した

支援施策の可能性や、移住定住促進の重要性が提案されました。特に、地域における働きや

すさやキャリア構築の課題が指摘され、若者が地域に戻りやすい環境整備の必要性が強調さ

れました。 

 

【コミュニティの閉鎖性とつながりの促進】 

委員より、移住者が感じるコミュニティの閉鎖性についての課題を述べました。地域で他の

方と知り合いを作る場が限られている現状から、人の繋がりを促進する仕組みと、それを支

える活動の具体策が必要であるという意見が出されました。コミュニティの閉鎖性を克服す

る試みが地域の活性化に果たす役割が議論されました。 

 

【創業支援の拡充】 

委員より飯山市での創業者数が増加しているという報告があり、続いて、女性が創業しやす

い環境の重要性を指摘しました。地域における創業を促進する上で、特定施設の提供や行政

のサポート体制が議論され、この点での他との差別化の必要性が確認されました。 

 

【農業と世代間交流の提案】 

委員より農業の継承や世代間交流の事例が紹介され、高齢者を巻き込んだ農業活性化や若者

との連携を深める場作りの提案がなされました。農業が単なる作業ではなく、地域の一体感

や教育的な価値を提供する場としての可能性が議論されました。 

 

【飯山市の強みを活かした観光と地域資源】 

複数の委員から、飯山市が持つ自然環境や歴史的資源を活かした観光事業や PR 戦略の重要性

が提案されました。特に、他との差別化の要素として「飯山市ならではの魅力」が議論さ

れ、この強みをコンセプトに地域活性化を目指す方向性が確認されました。 

 

【キャッチコピーと地域内外へのアプローチ】 

最後に、飯山市を PR するキャッチコピーの重要性が指摘されました。キャッチコピーが市民

にとっても外部の人にとっても共感される内容であるべきだという意見が共有され、継続的

なプロモーション戦略の必要性が確認されました。 

 

【今後のスケジュール】 

次回以降の予定について確認されました。次回の第 4回目の市民会議で利活用ビジョン提言

書の素案をまとめ、それの議論を進め意見を反映し、第５回目に完成版の提言書を作成する

方向性が示されました。この提言書を基にサウンディング調査や聞き取り調査を実施し、引

き続き利活用の事業者公募を実施していく予定です。 


